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修士論文要旨
問題と目的
　社交不安とは，現実の，あるいは想像上の対人場面にお
いて，評価されたり，評価されることが予想されることか
ら生じる不安と定義されている（Schlenker & Leary, 
1982）。社交不安者は，生理的反応を偏って認知するために，
生理的反応自体が脅威刺激となり，不安が維持されると考
えられている（金井, 2008b）。金井（2010）は生理的反応
に対する認知の歪みを測定するCognition of Bodily 
Sensations in social situations scale（CBS）を開発し
た。CBSは，（a）生理的反応の知覚（CBS1），（b）生理的
反応が他者に気づかれるのではないかと考える程度
（CBS2），（c）生理的反応について他者から否定的に思わ
れるのではないかと考える程度（CBS3）の下位尺度から
構成される。そして，この３つの側面の高低のパターンは
個人間で異なることが示されている（金井, 2008a）。一方，
注意機能，マインドフルネス，コスト・予測バイアスが，社
交不安を変容させる上で，重要な認知変数として挙げられ
る。本研究では，社交不安者における生理的反応に対する
解釈バイアスと認知変数との関連について検討を行う。
分析１
目的：生理的反応に対する解釈バイアスにおける，各下位
尺度得点の高低のパターンを明らかにし，各パターンの特
徴を検討する。
方法：首都圏の大学生・大学院生388名（男性：182名，女
性：205名，性別未記入者１名，平均年齢：20.02歳，SD=1.41）
を対象とした質問紙調査を行った。調査材料は①東大式社
会不安尺度（TSAS; 貝谷ら,2004），②Liebowitz Social 
Anxiety Scale（LSAS）日本語版（朝倉ら, 2002），③CBS
（金井ら, 2010），④注意制御尺度（ACS; 今井, 2009），⑤
日本語版Mindful Attention Awareness Scale（MAAS; 
若松ら, 2011），⑥Social Cost/Probability Scale（SCOP; 
城月・野村, 2009）を用いた。
結果と考察：CBSの下位尺度得点を用いたクラスター分析
を行った結果，４クラスターが抽出された。第１クラスター
はFear of negative evaluation型（FNE型），第２クラス
ターはLow-bias型，第３クラスターはBias型，第４クラス
ターはNon-bias型とした。
　次に，クラスターを独立変数，コスト・予測バイアス，注
意制御，マインドフルネス，社交不安の得点を従属変数と
して，一要因の分散分析をそれぞれ行った。その結果，FNE
型は，マインドフルネスにおいてBias型と有意差がなかっ
た。Bias型は，他のクラスターと比べて，社交不安が有意
に高く，コスト・予測バイアスが有意に高く，注意制御が
有意に低かった。FNE型，Bias型，Non-bias型は，金井
（2008a）の研究結果と一致すると考えられる。一方，想定
していなかったLow-bias型が抽出された。Low-bias型の
社交不安得点は，カットオフポイントに近い点数であり，
Non-bias型とは異なると考えられる。
分析２
目的：分析１で分類したクラスター別に，注意制御機能，マ
インドフルネス，コスト・予測バイアスが社交不安傾向に
与える影響が異なるかどうか検討する。
方法：分析１と同様の対象者のデータを分析に用いた。
結果と考察：注意制御，マインドフルネス，コストバイア
ス，予測バイアスを独立変数，社交不安を測定するTSAS
とLSASを従属変数とする重回帰分析を行った。その結果，
いずれのクラスターにおいても，コストバイアスから社交
不安に有意な正の影響を与えることが示された。また，
FNE型において，マインドフルネスから身体症状に有意な
負の影響を与えることが示された。このことから，他者か
らの否定的評価を気にする者には，マインドフルネスを促
す必要があることが示唆された。
社交不安者の生理的反応に対する解釈バイアス
Interpretation bias in bodily sensations in individuals with social anxiety
池本　奈都（Natsu Ikemoto）　　指導：根建　金男
Figure　クラスター分析結果
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